




























































図表1　会計研究方法（Kasanen, Lukka and Siitonen [1993, pp.257]）
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３ ここでの記述については、Ryan et al[2002, pp.70-80]を参照している。
４ 彼らは、フィールドスタディという用語を使用しているが、その内容はケーススタディと同一である
としている[ibid p.41]。
５ ①としてRosenberg et al. [1982]、Berry et al. [1985]、Covaleski and Dirsmith[1986]が、②としてParker 
and Roffey[1997]、Goddard[2005]が、③としてScapens and Roberts[1993]、Jones and Dugdle[2002]が
挙げられている[p.426]。
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図表　全体パラダイムと部分パラダイムの例（武田[p.18]を修正）
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